
―第４日 目―

人に命を与えられた造り主

１２月３０日　午後７時

目白聖公会

（外濠グループ）

「障害者」プロジェクト
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全員がホール前に集合する、礼拝５分前に、司式者あるいは会衆

の一人が祈りをする。

その後奏楽に導かれ全員会場のなかへと進み、席に立ったまま聖

歌に移る。

聖歌　古今聖歌集　第２１番

１ 「ひとには　みめぐみ　地には　やすき

かみには　みさかえ　あれ」と　うとう

あまつ　つかいらの　きよき　こえは

しずかに　ふけゆく　夜に　ひびけり

２ いま　なお　みつかい　つばさを　のべ

つかれし　この世を　おおい　まもり

かなしむ　みやこに　なやむ　ひなに

なぐさめ　あとうる　うたを　うとう

３ おもにを　おいつつ　世の　たびじに

ゆきなやむ　ひとよ　かしらを　あげ

よろこばしき　日を　うとう　うたの

いと　たのしき　こえ　ききて　いこえ

４ みつかいの　うとう　やすき　きたり

よよの　ひじりらの　待ちし　くにに

イエスを　おおきみと　たたえ　あがめん

あまねく　世のたみ　たかくうたわん
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司式者 主よ、わたしたちの口を開いてください。

会衆 わたしたちは、主の誉れを現します（詩５１：１５）

司式者 栄光は、父と子と聖霊に

会衆 初めのように、今も、世々に限りなく　アーメン

司式者 主をほめたたえましょう

会衆 主のみ名をたたえます

詩編　第１１１編

１ ハレルヤ、心を尽くして主に感謝しよう‖　神をたたえる人の集
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いの中で

２ 主のみ業は偉大‖　み業を愛する者は皆これを楽しむ

３ そのみ業は力と輝きに満ち‖　その正義はとこしえに及ぶ

４ 主は不思議なみ業の記念を残された‖　主は恵み豊かで憐れ

み深く

５ 神を畏れる者には糧を恵み‖　とこしえに契約を心に留めてく

ださる

６ 神はその民に力を現し‖　国々の領地を分け与えられた

７ み手の業はまことで正しく‖　すべてのみ諭しは揺るぎなく

８ 世々、とこしえに据えられ‖　まことと正しさに基づいている

９ 神はその民を救い、契約をとこしえに結ばれた‖　神の名は尊

く、畏るべきもの

１０ 主を畏れることは知恵の初め‖　これを行う者にはすべてよい

悟りが与えられる、神への賛美はとこしえに続く

栄光は‖　父と子と聖霊に

初めのように、今も‖　世々に限りなく　アーメン

黙想への招きの祈り

司式者 祈りましょう。

すべての人を愛して下さる主よ、私たちは、身体に障害を持つていて

も、その障害を超えて豊かな賜物を与えられている人達のことを良く
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知っております。

その中でも特に厳しい現実に曝されている、精神を病む人達の中に

も、人々の援助に支えられ、仕事が出来る喜びとと共に、愛のある豊

かな日常を送っておられる人達を知っています。

それなのに、いわゆる健常者が、その様な障害を持つ人に会うと、ど

うして先ず区別する心が生じてしまうことが多いのでしょうか。同情す

る人は、可哀想にと冷たく見る人よりは良いかもしれません、それでも

心の中にはバリアーがあることを知らされます。

また、障害を持つ人に僅かでも力をかした時、その障害は消えて心が

通い合い、僅かな助力、受ける感謝の中から、私たちがあなたの前に

等しい人間として、あなたの愛を感じ合うことも経験しております。

しかし、「障害」を持つ人々の現実は今もなお、大きな壁に立ちふさが

れ人間として生きることに困難を覚えます。その中でそこに関る人々

も主の励ましを信じて働くことに喜んでいます。

この社会で、教会で、すべての人があなたによって出会わされるとき、

あなたのみ業によって、違いを乗り越えて互いに真の願いとその必要

にきずき、行動できるように新しく変えてくださることを信じます。　

近年日本の社会においても、大きな費用が掛かっても、物理的バリ

アーを取り除こうとする努力が見られます。しかし、このような努力が

本当に実を結ぶのは多くの人々の内にある心のバリアーが取り去ら

れる時なのです。そしてすべての人誰もが苦しみ会うことなく、「障
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害」を持つ人 も々、「健常」な人 も々あなたが与えてくださっている平

和の中でそれぞれが互いに尊重しあい、真の人間として生きられる、

その日の実現へと歩みだそうとする人々の輪が広がっていきますよ

う、また、「障害」を持つ人々、弱い立場の人々への理解がいまだ届

いていない人々に、あなたのみ業を知らせ、証しする勇気と働く力を

わたしたちにお与えください。

わたしたちの尊き主、御子イエス・キリストの慈しみによってお願いい

たします。　アーメン。

マニフィカート　（マリアの賛歌）

繰り返して歌う。（Magnificat＝「私の心は主をあがめ」の意味。）

聖書　マルコによる福音書　第１０章４６～５２節

46一行はエリコの町に着いた。イエスが弟子たちや大勢の群衆と一
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緒に、エリコを出て行こうとされたとき、ティマイの子で、バルティマイと

いう盲人の物乞いが道端に座っていた。47ナザレのイエスだと聞くと、

叫んで、「ダビデの子イエスよ、わたしを憐れんでください」と言い始め

た。48多くの人々が叱りつけて黙らせようとしたが、彼はますます、「ダ

ビデの子よ、わたしを憐れんでください」と叫び続けた。49イエスは立

ち止まって、「あの男を呼んで来なさい」と言われた。人々は盲人を呼

んで言った。「安心しなさい。立ちなさい。お呼びだ。」50盲人は上着

を脱ぎ捨て、躍り上がってイエスのところに来た。51イエスは、「何をし

てほしいのか」と言われた。盲人は、「先生、目が見えるようになりたい

のです」と言った。52そこで、イエスは言われた。「行きなさい。あなた

の信仰があなたを救った。」盲人は、すぐ見えるようになり、なお道を進

まれるイエスに従った。

マニフィカート　（マリアの賛歌）

繰り返して歌う。
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き ま せ ー き ま せ へ い わ の お う

ひ と つ の ー か ら だ に し て く だ ー さ い アー メン

メッセージ　司祭　今井　烝治

沈黙　黙想

聖歌　古今聖歌集増補版　第１４番

繰り返して歌う

平和の挨拶

司式者 主の平和が皆さんとともに

会衆 また、あなたとともに

司式者 平和の挨拶を交わしましょう

ここで、互いに「主の平和」と唱えて挨拶を交わす
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主の祈りの応唱

会衆は着席する。

司式者 主のみ言葉に従い、地上でもっとも小さくされている人々の

祈り、呻き、叫びに合わせて主の祈りを唱えましょう。

司式者 天におられるわたしたちの父よ

会衆 遥か遠くではなく、すべてのものを包み込む「天」におら

れる父よ、

「あなたは前からも後ろからも私を囲み、み手を私の上に

置いてくださる。」（詩編１３９）

司式者 み名が聖とされますように。

会衆 大自然はその営みを通して神であるあなたがすべてを生

かし、支えていることを告げ知らせています。（詩編１９）

わたしたちも言葉だけでなく、行動と生き方を持ってあな

たの救いの解放の働きを証しすることができますように。

司式者 み国が来ますように。

会衆 「神の国は聖霊によって与えられる正義と平和と喜びで

す。」（ロマ１４：１７）

わたしたちが憐れみや施しを受けたり与えたりすることで

由とすることなく、正義の実現を大切にし、仲間の痛みを

共感して、人権を守るために立ち上がり、神と人とを大切
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にする平和と喜びに満ちた社会を作ることができますよう

に。

司式者 み心が天に行われるとおり、地にも行われますように。

会衆 「あなたのみ心、それは小さくされたものが一人も切り捨

てられることなく、却って人々の連帯のかくとなり、永遠の

命を力強く生きること。」（マタイ１８：１０～１４ヨハネ６：３９～４０）

わたしたちに力と勇気をお与えください。

司式者 わたしたちの日ごとの糧を、きょうもお与えください。

会衆 わたしたちが少しずつ持っているものを、今日出し合って

みんなが食べることができるような、わたしたち自身の連

帯と行動を起こさせてください。

司式者 わたしたちの罪を赦してください、わたしたちも人を赦しま

す。

会衆 わたしは自分が苦しかった時、真に慰め、励ましを与えてく

れたのは貧しい仲間であったことになかなか気づきません

でした。

今わたしはたとえ感謝されなくとも、仲間の苦しみを見過

ごさないつもりです。どうかわたしたち互いの罪を許してく

ださい。

司式者 わたしたちを誘惑に陥らせずに、悪からお救いください。

会衆 わたしたちにとって一番の誘惑は自分の弱さ、ふがいなさ
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に絶望すること。やり直す努力を放棄したくなること。

「力は弱さの中でこそ十分に発揮される。」「わたしは弱

い時にこそ強い。」（Ｉコリント１２：９～１０）という教えを信じて

立たせてください。

また「なにごとも争わず、対立せず、波風をたてずに納め

たい」という思いも大きな誘惑です。私たちの優しさが不

正に満ちた対生を支えることになりませんように。

今の社会の仕組みに伴う抑圧と差別からわたしたちを開

放してください。

全員 国も力も栄光も、永遠にあなたのものです　　アーメン。

司式者 祈りましょう

特　祷

永遠にいます全能の神よ、あなたのみ旨は、王の王、主の主であるみ

子にあって、あらゆるものを回復されることにあります。どうかこの世の

人びとが、み恵みによりみ子の最も慈しみ深い支配のもとで、解放さ

れ、また、ともに集められますように、父と聖霊とともに一体であって世々

に生き支配しておられる主イエス・キリストによってお願いいたします。

アーメン



-78-

み守りのため

光の源である主よ、この世の闇を照らし、豊かな憐れみをもってわ

たしたちを守り、今夜の危険をことごとく防いでください。独りのみ

子、救い主イエス・キリストの慈しみによってお願いいたします。

アーメン

主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、わたしたちととも

にありますように。 アーメン （ＩＩコリント１３：１３）

派遣の祈り

執事 平和の内に行きましょう。

会衆 聖なる神が行く手でわたしたちを待っていて

くださいますように。

イエス・キリストがわたしたちを待っていて

くださいますように。

そして、聖霊がわたしたちの命を引き上げて

くださいますように。

全員 アーメン

会衆はその場で立つ
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わ た し た ち は ひ と つ あ い

の き ず な に よ り か み の れい に み ち

び ー か ー れ わ た し た ち は ひ と つ

聖歌　古今聖歌集増補版　第４８番

１ わたしたちはひとつ　愛のきずなにより

かみの霊にみちびかれ　わたしたちはひとつ

２ 主イェスの名をほめよ　くしきわざのゆえに

手をつなぎこの世にしめせ　わたしたちはひとつ


